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 【目的】  
本研究では、看護学生の看護基本技術の「活用」を促す授業形態を構築するための検






























1．1 年生より 2 年生でバイタルサインの測定等の直接的ケアを体験する機会が増す。 
2．分散型基礎看護実習Ⅱの前後で専門職連携のイメージが具現化する。  
【学会発表の状況】 
2013 年 8 月日本看護研究学会（秋田）、 2013 年 8 月日本看護教育学会にて発表。  
